
市
は
、
特
産
の
お
茶
に
親
し

ん
で
も
ら
う
た
め
、
茶
ま
つ

り
を
開
き
ま
す
。

会
場
で
は
、
京
田
辺
茶
手

も
み
技
術
保
存
会
の
会
員
が
、

普
段
見
る
こ
と
の
な
い
お
茶
の

手
も
み
を
披
露
。
ま
た
、
日
本
茶
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
、
お
い
し
い
玉
露
の
淹
れ
方
を

伝
授
し
ま
す
。

日
時
＝
１０
月
６
日
㈰
。
小
雨
決
行

時
間
＝
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
酬
恩
庵
一
休
寺
参
道

内
容
＝
▼
手
も
み
製
茶
実
演
▼
お
い
し
い
玉
露

の
淹
れ
方
教
室
▼
京
田
辺
玉
露
の
無
料
接
待

問
合
せ
先
＝ 

農
政
課
（
☎
６４
・
１
３
６
２
）

京 田 辺 市 観 光 ボ
ランティア協会は、
玉露の基本を学ぶ
研修会を開きます。

お茶を飲んで種
類を当てる茶席遊び

「茶香服（ちゃかぶき）」
にも挑戦できます。
日にち＝ 10 月 26 日㈯
時間＝午前 10 時～正午
場所＝中央公民館
対象＝市内に在住・通勤・

通学する人

内容＝玉露の淹れ方・茶
香服をやってみよう
講師＝市職員
定員＝先着 50 人
費用＝ 100 円
申込方法＝電話・℻・電

子メールで、住所・氏名・
電話番号・参加人数を連絡
してください
申込・問合せ先＝京田

辺 市 観 光 案 内 所（ ☎ 68-
2810、℻ 68-2817、メール
アドレス info@kyotana.be）

第
６７
回
全
国
お
茶

ま
つ
り
京
都
大
会
実
行

委
員
会
は
、「
日
本
茶
の
ふ

る
さ
と
宇
治
茶
を
世
界
遺
産
に
」

を
テ
ー
マ
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
き
ま
す
。

日
に
ち
＝
１０
月
１９
日
㈯

時
間
＝
午
後
１
時
～
５
時

場
所
＝
宇
治
市
文
化
セ
ン

タ
ー内

容
＝
基
調
講
演
、
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
、
宇
治
茶
・
農
産
物

の
直
売
な
ど

午
前
１１
時
３０
分
か
ら
は
宇
治

茶
の
無
料
接
待
が
あ
り
ま
す
。

定
員
＝
先
着
４
０
０
人

費
用
＝
無
料

申
込
方
法
＝
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
１０
月
１１
日
㈮

問
合
せ
先
＝
京
都
府
農
政
課

（
☎
０
７
５
・
４
１
４
・
４
８
９
８
）

9 月 1 日、薪小学校体育館
で、大地震を想定した避難所
運営訓練を行い、薪区・一休
ケ丘自治会の住民や市・社会
福祉協議会の職員、災害ボラ
ンティア登録者など、約 300
人が参加しました。

同訓練は、災害時に公的な
援助が行き届くまでの間、地
域の力で円滑に避難所の設
置・運営ができるよう行った
もので、市内では初めての取
り組みです。

参加者は総務・物資・救護・

環境の 4 班に分かれ、避難
者名簿の作成や救援物資の配
分、障がい・持病などがある
要配慮者への対応、簡易トイ
レの設置などを実践。訓練を
通じ、避難所運営の手順を確
認しました。

８
月
２７
日

～
３０
日
、
宇
治
茶

会
館
（
宇
治
市
）
で
第
６７
回

全
国
茶
品
評
会
が
開
か
れ
、

草
内
地
区
の
小
林
治
さ
ん
が
、

玉
露
部
門
で
全
国
１
位
と
な

る
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
全
国
茶
品
評
会

で
、
京
田
辺
市
の
生
産
者
が

同
賞
を
受
賞
す
る
の
は
１３
年

ぶ
り
で
す
。

ま
た
、
５
位
に
は
三
山
木

地
区
の
林
昭
さ
ん
、
６
位
に

飯
岡
地
区
の
出
島
重
雄
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
。
今
年
は
、

関
西
・
京
都
府
の
品
評
会
で
も

本
市
が
１
位
を
獲
得
し
て
お

り
、「
玉
露
の
ま
ち
京
田
辺
」

を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
素
晴
ら
し

い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
茶
品
評
会
の
玉
露
部
門

に
は
、
京
都
府
・
福
岡
県
な
ど

か
ら
１
１
０
点
が
出
品
。
２０
人
の

審
査
員
が
、
外
観
・
香
り
・
水

色
・
滋
味
な
ど
を
厳
正
に
審
査

し
、
入
賞
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

問
合
せ
先
＝ 

農
政
課
（
☎

６４
・
１
３
６
２
）

京田辺市は日本有数の玉露
の産地。今年行われた全国・
関西・京都府の品評会では 1
位を獲得しました。
近ごろはペットボトルで手
軽にお茶を飲めることもあっ
て、「京田辺に住んでいるの
に玉露を味わったことがな

い」という人も多いのでは。
そこで今号は、お茶の魅力

に迫る話題を紹介します。抽
出温度や時間で、まったく
違った風味になる玉露。丁寧
に淹れた玉露のおいしさを知
れば、あなたも玉露ファンに
なること間違いなしです。

外傷の手当後、問診を受ける要配慮者

各地区の集合場所から、そろって避難所へ

避難所に届いた救援物資をリレー方式で運ぶ参加者

蒸した茶葉を乾燥させる工程では
玉露の甘い香りが広がります
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